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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月29日(2010.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量のＶＥＧＦアンタゴニストを骨髄性細胞減少薬剤と組み合わせたことを特徴とす
る、被検体の耐性腫瘍治療薬。
【請求項２】
　さらに、有効量の化学療法剤と組み合わせたことを特徴とする、請求項１に記載の治療
薬。
【請求項３】
　骨髄性細胞減少薬剤が、ＣＤ１１ｂアンタゴニスト、ＣＤ１８アンタゴニスト、Ｇｒ１
アンタゴニスト、エラスターゼインヒビター、ＭＣＰ-１アンタゴニスト又はＭＩＰ-１α
アンタゴニストを含む、請求項１又は２に記載の治療薬。
【請求項４】
　ＶＥＧＦアンタゴニストが抗ＶＥＧＦ抗体である、請求項１又は２に記載の治療薬。
【請求項５】
　アンタゴニストが抗体である、請求項３に記載の治療薬。
【請求項６】
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　ＶＥＧＦアンタゴニストが抗ＶＥＧＦ抗体であり、骨髄性細胞減少薬剤が抗ＣＤ１１ｂ
抗体である、請求項１又は２に記載の治療薬。
【請求項７】
　化学療法剤が５ＦＵ又はゲムシタビンである、請求項２に記載の治療薬。
【請求項８】
　被検体の耐性腫瘍のインビトロ診断方法であって、
被検体の腫瘍から試験細胞群を得、試験細胞群におけるＣＤ１１ｂ＋Ｇｒ１＋細胞の数な
いしは割合を測定し、
試験細胞群におけるＣＤ１１ｂ＋Ｇｒ１＋細胞の数ないしは割合を参照細胞群におけるＣ
Ｄ１１ｂ＋Ｇｒ１＋細胞の数ないしは割合と比較し、そして、
参照細胞群と比較して試験細胞群におけるＣＤ１１ｂ＋Ｇｒ１＋細胞の数ないしは割合の
増加を検出し、このとき、ＣＤ１１ｂ＋Ｇｒ１＋細胞の数ないし割合が増加している場合
に腫瘍が耐性腫瘍であることを示す
ことを含む方法。
【請求項９】
　さらに、被検体の脾臓サイズを測定し、被検体の脾臓サイズを参照脾臓サイズと比較し
、このとき、脾臓サイズが拡張している場合に腫瘍が耐性腫瘍であることを示すことを含
む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　さらに、被検体にＶＥＧＦアンタゴニストが投与された後に、被検体の腫瘍の血管表面
積(ＶＳＡ)の数ないしは割合を測定し、腫瘍のＶＳＡの数ないしは割合を参照ＶＳＡと比
較し、このとき、腫瘍のＶＳＡの数ないし割合が増加している場合に腫瘍が耐性腫瘍であ
ることを示すことを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　ＶＥＧＦアンタゴニストが抗ＶＥＧＦ抗体である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　さらに、
被検体の腫瘍から試験細胞群を得、
試験細胞群におけるＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１ｃ樹状細胞の数ないしは割合
を測定し、
試験細胞群におけるＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１ｃ樹状細胞の数ないしは割合
を参照細胞群におけるＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１ｃ樹状細胞の数ないしは割
合と比較し、そして、
参照細胞群と比較して試験細胞群におけるＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１ｃ樹状
細胞の数ないしは割合の減少を検出し、このとき、ＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１
１ｃ樹状細胞の数ないしは割合が減少している場合に腫瘍が耐性腫瘍であることを示すこ
とを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　さらに、
被検体の骨髄から試験細胞群を得、
試験細胞群におけるＣＤ９０ Ｔ-リンパ系細胞、ＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１
ｃ樹状細胞の数ないしは割合を測定し、
試験細胞群におけるＣＤ９０ Ｔ-リンパ系細胞、ＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１
ｃ樹状細胞の数ないしは割合を、参照細胞群におけるＣＤ９０ Ｔ-リンパ系細胞、ＣＤ１
９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１ｃ樹状細胞の数ないしは割合と比較し、そして、
参照細胞群と比較して試験細胞群におけるＣＤ９０ Ｔ-リンパ系細胞、ＣＤ１９ Ｂ-リン
パ系細胞又はＣＤ１１ｃ樹状細胞の数ないしは割合の減少を検出し、このとき、ＣＤ９０
 Ｔ-リンパ系細胞、ＣＤ１９ Ｂ-リンパ系細胞又はＣＤ１１ｃ樹状細胞の数ないしは割合
が減少した場合に腫瘍が耐性腫瘍であることを示すことを含む、請求項８に記載の方法。
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